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	コース名
	ＥＳＭGセミナー

	受講対象者
	組込みソフトウェア開発の現場で、プロジェクト計画書を作成する立場にあるプロジェクトマネージャ／リーダー

	コースの位置付けと狙い
	ESMGに記載されたプロジェクト計画書の立案方法を解説する。
解説のみのコースと演習付きのコースを選択できる。演習付きコースは、解説のみのコースに加え、プロジェクト計画立案作業の一部の重要テーマについてグループ演習を行う。

	講義・演習の内容
	【講義】240分
· ESMGの全体概要（ESMGの位置付け、特徴と想定利用者、構成）
· プロジェクト計画立案手順（立案手順と11個の共通検討テーマ）
· ESMGのトレーニング編の概要（事例プロジェクト、トレーニング編の記述の構成）
· 事例を用いた計画立案テーマの重要ポイント

【演習（オプション）】150分
下記の２課題のいずれかを、受講者の希望により選択し実施する。
課題1　「要員計画を立てる」に関する演習
課題２　「リスクマネジメント計画を立てる」に関する演習

	受講終了者の到達目標
	本講座の受講後の到達目標は、プロジェクト計画立案ができるようになる。

	受講対象者の前提知識など
	組込みソフトウェアの開発の経験があること。
「ＥＳＭＲセミナー」の受講済みであること。

	定員
	「解説のみコース」の場合は、特に定員は設けない。
「演習付きコース」の場合は、1グループ３～５人で、５グループまで（最大２５名）。

	コース構成
	「解説のみコース」と「演習付きコース」は選択可能である。
上記の時間配分は、標準時間である。状況に応じて、演習時間の延長などカスタマイズが可能である。

	コースの前提条件
	受講中に、受講者は手元にあるESMGを随時参照する。
ESMGはIPAから取得できる。
（ホームページのダウンロードまたは冊子購入可）。


（本コース名は、主催者側で変更可能である。）
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